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第 250 回　京都市考古資料館文化財講座　   　　　　　　　　　　　　　　　　2013 年 12 月 14 日

上京区役所の発掘調査

－上京遺跡・室町殿跡－

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所　小檜山一良

はじめに

京都市上京区今出川通室町西入掘出シ町所在の上京区役所の敷地内で発掘調査を 2013（平成 24）

年に実施しました。この場所は平安京の北に位置しており、室町時代の上京遺跡および室町殿跡にあ

たっています。

１　上京区役所敷地内の発掘調査

上京区役所を上京区総合庁舎として建て替える計画がされたため、京都市文化市民局地域自治推進

室総合庁舎整備係の委託を受け、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課の指導の下、京

都市埋蔵文化財研究所が発掘調査を実施しました。調査の期間は2013年 4月 1日から7月 19日まで、

今出川通沿いと北側の２箇所の調査区を設けて行いました。調査面積は合わせて約 590 ㎡でした。

２　位置と環境（図１）

調査地は平安京一条大路から３町分 (約 360 ｍ ) 北に位置しています。上京遺跡は、禁裏がほぼ現

在の京都御所に固定された室町時代に、将軍家や公家の屋敷・寺院などが平安京の枠を超えてその北

方に造られ、形成された市街地のことです。遺跡範囲は、おおよそ北は鞍馬口通、南は一条通、東は

寺町通、西は智恵光院通まで広がっています。室町殿跡は、1381 年 ( 永徳元年 )足利義満によって

造営された邸宅で、室町通に面していたことからその通り名をとって室町殿と呼ばれ、また、花の御

所とも呼ばれました。発掘調査では、庭石を配した園池の一部・柱穴・土坑・溝などが発見されてい

ます。今回の調査地は、室町殿跡が面したという室町通から１町 (約 120 ｍ ) 西に位置しています。

遺跡地図台帳では室町殿跡に推定されていましたが、近年、室町殿跡は烏丸通から室町通までとされ、

室町通から西側は上京遺跡となっています。

調査地周辺の遺跡には、約 120 ｍ東に室町殿、その北東には室町時代の寺院跡である相国寺旧境内

が広がり、下層からは旧石器時代の細石核が出土しています。また、重複して飛鳥時代の竪穴住居が

検出された上御霊遺跡や、上御霊神社内には飛鳥時代から平安時代の出雲寺跡があります。調査地の

東には、ほぼ京都御苑を範囲とする公家町遺跡があります。さらに、調査地の約 120 ｍ西には、室町

時代の平城跡である本満寺の構え跡、約 180 ｍ北西には、室町時代の邸宅跡とされる新町校地遺跡が

あり、同志社大学の発掘調査で室町時代の溝・土坑などを検出しています。約 200 ｍ南には、平安京

北側に隣接して鎌倉時代から室町時代の一条室町殿跡があります。これは 13 世紀中頃に造営された

九条実経の邸宅で、16 世紀前半に一条家の所有となります。また、約 360 ｍ南西には平安京の北側

に隣接して平安時代の革堂跡 (行願寺 )があります。比叡山の聖・行円が 1004 年 ( 寛弘元年 )に建

立しました。さらに、約 500 ｍ北西には茶道家元として知られる不審庵 (表千家 )庭園、今日庵 (裏

千家 )庭園、約 200 ｍ南西には官休庵 (武者小路千家 )庭園、約 200 ｍ北東には大聖寺庭園がありま

す。また、約 300 ｍ南には弥生時代の遺物散布地の内膳町遺跡があります。

このように、周囲には弥生時代から江戸時代までの遺跡があります。

また、江戸時代の絵図によると、今回の調査地の南半部は町屋が並び、北半部は武家屋敷地であっ

た事が分かりました。また、北側には伏見奉行や作事奉行を任ぜられた小堀遠州の屋敷地があります。

３　周辺の既往調査（図３、表１）

調査地周辺では発掘調査によって、礎石建物、石敷き遺構、溝、路面、庭園の石組遺構や池の汀・

庭石など、室町時代の遺構が多く検出されています。また、江戸時代の各種の遺構も検出されています。

調査１は、2002 年の同志社大学寒梅館の調査で、鎌倉時代後半の井戸、鎌倉時代から南北朝時代

の東西溝、室町時代の石敷遺構・石組水路・柱穴列・建物基礎、江戸時代の遺構を検出しました。調

査２（図４）は、2002 年の民家建替えの調査で、室町時代の庭園の石組遺構・礫敷遺構・土坑・庭

石などを検出しました。調査３（図５）は、1985 年のマンション建設の調査で、室町時代の池の汀・

庭石などを検出しました。調査４（図６）は、1989 年のマンション建設の調査で、室町時代の石組遺構・

溝・築山・景石、江戸時代前期の建物跡・石敷遺構・石組遺構・溝・土坑を検出しました。調査５（図７）は、

1979 年の地下鉄烏丸線の換気ビル建設の調査で、室町時代の池状遺構・土坑・落込み、江戸時代の井戸・

土坑・ピット・落込みを検出しました。調査８（図 10）は、1989 年のマンション建設の調査で、平

安時代末期から鎌倉時代の土坑、室町時代の東西溝・土坑、江戸時代の土坑などを検出しました。

上京区役所の敷地内では、過去に２度の発掘調査が行われています。

調査６（図８）は、鎌倉時代の井戸、室町時代の柱穴・土坑・溝などを検出しました。調査７（図

９）では、江戸時代の井戸・石室・土坑を検出しました。

今回の調査（図 11 ～ 13）では、江戸時代の中期以降の石室や井戸、攪乱土坑が多く、また、江戸

時代初頭の大規模な廃棄土坑を多く検出しました。そのため、それ以前の遺構の残存状況は悪く、建

物などの復元はできませんでした。

４　調査の概要

第３面（鎌倉時代～室町時代前期）の遺構（図 11）

１区では布掘り柱列１(柱穴 241・244・252)、柱列２(柱穴 210・212・256・235)、土坑 219・231

などがあります。土坑からは室町時代のまとまった遺物が出土しました。また、土坑 159 下層、土坑

257・259、柱穴 260 から鎌倉時代の遺物が出土しました。柱穴 260 は調査区壁面で検出したもので礎

石があります。鎌倉時代の遺物が出土しました。
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２区では土坑 109・112・113・115、柱穴 107・110・111・116 ～ 119・121 ～ 128 などがあります。

柱穴 121 は 0.2 × 0.3 ｍの礎石があります。残存状況が悪いため、建物は復元できませんでした。遺

物は少なく小片のため、時期は不明確です。

第２面（室町時代後期）の遺構（図 12）

１区では土坑 143・152・159・160・176、柱穴 38・39、石室 24 があります。土坑 159・160・176

は、やや大型です。特に、土坑 176 からは大量の土師器皿が出土しました。また、柱列２(柱穴 73・

76・101) は、0.8 ｍ間隔で並び、柱列１(柱穴 134・137・139) とともに、南北方向に並びます。柱

穴 38・39 には柱の痕跡があり、柱穴 39 には底部に根石があります。後世の攪乱のため建物は復元で

きませんでした。石室 24 は東西 1.2 ｍ、南北 1.5 ｍ、深さ 0.35 ｍ残存していました。西と南側、上

部は削平されていました。

２区では数基の土坑と溝 37・38 などがあります。溝 37 は幅約 1.3 ｍ、深さ約 0.5 ｍ、溝 38 は幅

1～ 1.5 ｍ、深さ約 1.0 ｍ、どちらも南北約 4.5 ｍあり、調査区外の南北方向に続きます。上部が削

平されているため、新旧関係は不明です。

第１面（江戸時代前期）の遺構（図 13）

１区では土坑 12・60・65・113・115・120・127・129・130・146 などがあります。規模は一辺１～

５ｍ、深さ 0.8 ～ 2.5 ｍあります。土坑からは大量の炭・焼土・焼けた壁土、土師器皿とともに多量

の陶磁器類が出土しました。

２区では土坑２・13・26・57 などがあります。土坑２は一辺３ｍ以上あり、調査区外に続きます。

深さは東肩部分から約 3.3 ｍあります。土坑からは大量の炭 ･焼土、土師器皿とともに、多くの陶磁

器類が出土しました。土坑の上には多量の瓦を含む整地層があり、上層からは江戸時代中期の土師器

皿が出土しました。江戸時代前期に掘削し半ば埋立てしたのち、江戸時代中期に全て埋め立て、整地

したと考えられます。土坑 13・26・57 は一辺１～４ｍ、深さ 0.3 ～ 0.4 ｍあります。

５　遺物の概要

出土遺物は整理箱に 200 箱出土しました。土器類・瓦類・木器類・金属類・石製品・骨 ･貝類など

です。

平安時代の遺物　土師器皿 ･高杯、緑釉陶器、須恵器杯 ･甕、灰釉陶器甕、瓦などがあり、小片が

多い。これらは各遺構や整地層から混入した状態で出土しています。

鎌倉時代の遺物　土師器皿、瓦器椀 ･鍋、青磁椀があります。主に１区の土坑 159・231・259、柱

穴 260 から出土しました。また、その他の遺構に混入して出土しました。

室町時代前期の遺物　土師器皿、瓦器椀・釜、施釉陶器皿・鉢、焼締陶器鉢、青磁椀、瓦がありま

す。主に１区土坑 219・231 などから出土しました。

室町時代後期の遺物　土師器皿、瓦器鍋・鉢・火鉢、施釉陶器皿 ･甕、焼締陶器甕、染付椀、青磁椀、

瓦があります。１区の土坑 143・159・160・176、石室 24、２区の溝 37・38 などから出土しています。

江戸時代前期の遺物（図 14、表２）　土師器皿・鉢・甕・塩壷・焙烙、瓦器鉢 ･火鉢 ･鍋、施釉陶

器椀・皿 ･壷 ･茶入、水指、焼締陶器擂鉢 ･盤、輸入陶磁器、瓦、骨 ･貝類、金属製品、石製品、木

製品、焼け壁土、炭化物などがあります。土師器皿は江戸時代初頭のもので、土器の編年表では京都

XI 期中段階（1600 ～ 1630 年）に該当します。施釉陶器 ･焼締陶器の産地は、京都、信楽、瀬戸 ･美

濃、丹波、備前、唐津、高取のものがあります。また、輸入品には中国赤絵椀・染付椀、朝鮮白磁皿、

ベトナム染付椀などがあります。骨 ･貝類には鳥・牛 ･魚類の骨、二枚貝・巻き貝など、金属製品に

は銭貨・キセル・銅線・鉄釘など、石製品には砥石・硯など、木製品には箸・漆器椀・板材などがあ

ります。火災処理土坑である１区の土坑 12・60・65・113・115・127、２区の土坑２などから多くが

出土しました。そのほかに江戸時代中期以降の遺構や盛土から出土しました。

まとめ

今回の調査では、少数ですが、鎌倉時代の遺構を検出しました。土坑 159 下層遺構は井戸であった

と考えられます。この約５ｍ北に鎌倉時代と考えられる礎石のある柱穴 260、南東約９ｍの土坑 257

があることなどから、上京遺跡以前に生活の場があったことを示しています。

また、室町時代前期には、１区で土坑と柱穴や柱列３を検出しており、後世の攪乱で建物は復元で

きませんでしたが、町割りの輪郭が浮かんできます。

室町時代後期には、１区で土師器皿を多量に含む土坑を数基検出しました。また、南北の柱列や柱

根のある複数の柱穴があります。２区では室町時代後期の南北溝を２条検出しており、中世の構えに

関連する堀である可能性がみえます。後世の攪乱で建物等は復元できませんでしたが、大量に土器を

消費する人々の生活の場があり、区画する溝や柱列があることから、中世上京遺跡に関連する町屋の

存在が考えられます。

江戸時代前期の遺構には大きな火災処理土坑が多くあります。出土した土器の年代観から 1620 年

（元和６年）の大火に伴うものと考えられます。その1620年の大火から約30年後の絵図「中井家旧蔵『洛

中絵図』（京都大学付属図書館蔵：1645 ～ 1659 年頃）」を現在の地図に重ねると（図１）、１区は通

りに面した町屋の並び、２区は旧今出川通から通路のある長谷川半兵衛宅の中に位置する事が分かり

ます。また、調査地は、西側は現在の新町通、南側は旧今出川通（北小路）、東側は衣棚通に囲まれ

ていますが、各通りから奥まった場所に位置することがわかります。このことから、通りに面した建

物の裏手にあたる空閑地に、火災後の処理土坑がたくさん掘削されたと考えられます。ただ、２区の

土坑２の中層に大量に混入する炭は建材の炭でなく、稲藁の炭であること、また、幾層にも分かれて

堆積していることから、当初は火災処理土坑でしたが、埋めきれず、凹地をゴミ穴として利用したと

考えられます。
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図１　周辺遺跡及び調査位置図（1：5,000）

図２　中世の上京と下京 図３　調査位置図（1：4,000）

表１　周辺調査位置表
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図５　調査３ 遺構実測図 図６　調査４ 遺構実測図

図７　調査５ 遺構実測図

図８　調査６ 遺構実測図

図９　調査７ 遺構実測図

図 10　調査８ 遺構実測図

図４　調査２ 遺構実測図
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布掘り柱列１（南東から）

図 12　第２面（室町時代後期）遺構実測図

溝 37・38（北から）

図 11　第３面（鎌倉時代～室町時代前期）遺構実測図 図 13　第１面（江戸時代前期）遺構実測図

土坑 65（東から）
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表２　貝・骨一覧表

図 14　出土遺物１（美濃・瀬戸１）
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図 15　出土遺物２（美濃・瀬戸２） 図 16　出土遺物３（唐津・高取）
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図 17　出土遺物４（その他の陶器） 図 18　出土遺物５（輸入磁器）




